
（別紙３）

～ 令和7年11月　28日

（対象者数） 16名 （回答者数） 15名

～ 令和7年　11月　28日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

得意・不得意を把握し、苦手でも得意な部分から挑戦できる

ように工夫することで、成功体験から自己肯定感が高められ

るような支援を心がける。

2
職員間での情報共有を図り、保護者の意向や困りごとなどを

把握するように努めている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
年間行事に1～２回を目標に、外部講師の行っている活動を保

護者参加型の活動の場として計画していく。

2

活動や学習時間はパーテーションやカーテンなど、周囲が目

に入らないような工夫の検討と机の向きや使用物品の配置替

えが必要。

周囲が気になる児童の机の場所の検討。

3

事業所内の見通しは良く見守りがしやすいが、声が響きやす

く、周囲の様子が気になって集中しにくい環境がある。

周囲の環境の見通しは良いが、共有スペースに壁が無く、仕切

りが低いため声が響いてしまう。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者が子供たちの活動の様子を見たり、保護者同士が交流す

る場が設けられていない。

開所して半年程で、場所慣れや外部講師の活動に子供たちがま

だ慣れていなかったため、交流を持つ場をセッティングできな

かった。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

学習支援や生活スキルの向上を目指すプログラムなど充実した

活動支援プログラムの構築や外部講師による活動を取り入れる

ことで様々な成功体験につなげられるように、活動プロ下ラム

を計画している。

児童が楽しんで活動に参加できるように興味を引くような内容

を題材に取り入れ、個々の難易度に合わせてサポートを行って

いる。

保護者の意向や要望に丁寧に対応し、児童を取り巻く状況を保

護者と共有している。

送迎時など直接保護者の相談事を傾聴したり、SNSや電話を利

用して、児童の現状と保護者の思いを共有するように心掛けて

いる。
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